
6．養蚕副産物の家畜飼料価値に関する研究
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　　　（Z）アンゴラ仔兎の成長および産毛に対する桑葉単給試験

桑葉および赤tir　m　一”バーの単給がアンゴラ仔兎の成長や崖毛に及ぼす効果を検討した。アンゴ

ラ仔懸潔腹・£頭（雄6灘6）を3gyec分け・8齢より2・齢まで毎日の採fE9，ta週

の体重を測定し，ま渇その間6月馬日から9月W日までの産毛量を調べた。

桑葉rsよび赤a・一パーは餓させ，対照群は騨を鹸させた上眼醐料（ew　2・玉嚇

ユ）を成長に伴いユ6Av　’　es　9給与した。給餌は朝夕2回に行い前回の残量を計量して採食最とし

た。

　　第ユ表　採食量・1体重・産毛量の平均値（各群姻）
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第ユ図　アンゴラ仔兎の成長
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　　　　増体量，灌毛量ともに赤

！　　　クローバー単給群と対照群’

　　　との間には差はなかったカミ

　　　桑葉単給群は両者に劣った
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　　　　（2）残桑葉粉末の中雛育成飼料試験

　秋季におけう被霜残桑葉の飼料的価値を検討するために本試験を行った。残桑葉はuas旬

に採取し・乾燥しで粉末とし，麩に代替して下記の配合飼料を調製した。ユ00日令のmックホー

ン灘脚羽を琳こ分け・6週醐験嗣晒え・ゆ働隅間爾醐照群と同一鱗
に戻した。

　　：日ユ羽当りの給餌量はOO　igとし貝穀。野草は飽食させた。．

　　　　　桑葉粉配合飼料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
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　　　　　　　小i巽．　ee

　対照の麩配合飼料群は試験期間を通じ全量を採食したが，薬葉粉配合飼料群は喰い残す傾向が

あり，体成長もi桑葉粉群が劣ったが対照群と同一飼料に戻してからは，次第に回復した。このζ

とより被霜桑葉粉は麩より飼料的価値は劣ると推察される。
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